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1日　時	 令和6年1月25日 (木) 学校視察
	 	 26日（金）小中一貫全国シンポジウム
2会　場	 品川区立総合区民会館「きゅりあん」ホール
3主　催	 品川区教育委員会
	 	 小中一貫教育全国連絡協議会
4内　容
小中一貫全国シンポジウム
（1）	開会挨拶
	 品川区教育委員会　教育長　伊崎　みゆき
（2）	品川区の一貫教育の取り組みの紹介
	 「品川教育ルネサンス　For The Next Generation」
	 品川区教育委員会・品川区立大井第一小学校
（3）	実践発表
①「小規模校の利点を生かした小中一貫教育の実践」
	 岐阜県土岐市立濃南小・中学校

	 ◯�校内組織を工夫し教科担任制を実施している事
例報告資料より

②「府中市における小中一貫教育の創造・実践」
	 広島県府中市教育委員会
③�「京都市の小中一貫教育～地域とともに全市で取り組
む小中一貫教育の実践」
	 京都市教育委員会
（4）	基調講演
	 「時代を担う子どもたちを育てる
	 これからの学校教育の在り方」
	 長崎県立大学学長　浅田　和伸氏

（5）	パネルディスカッション
	 「9年間の一貫した学びのさらなる充実へ向けて」
	 �～令和の日本型学校教育　個別最適な学びと協働

的な学びの一体的な充実～
	 ▶コーディネーター
	 ・筑波大学教授　樋口　直宏氏
	 ▶パネラー
	 ・呉市教育委員会　学校教育課長　木屋　善貴氏
	 ・府中市教育委員会　学校教育指導係長　内山正靖氏
	 ・土岐市立濃南小中学校校長　本田　直也氏
	 ・品川区立八潮学園主任教諭　石田　千尋氏
　１年間又は２年間に亘る各校の実践研究を受け、成果
と課題を明からにしながら、今日的な教育課題解決に向
け方策を明示した各発表でした。各県からの参加者との
交流により、全国的な取り組みの様子や子供の実態、指
導の経過を理解する機会となりました。
　今後の教育の動向についても、深める研修となり、本
市の教育活動に活用できる内容でした。各教科の関連性
や系統性について、今後益々整理が重要であり小中一貫
教育や、コミュニティ・スクールの取り組みについては、
現在三笠市において推進している内容はどの研究分野
においても先進的な取り組みなであると認識できまし
た。本市の教育が更に充実していくために新たな視点で
の参考資料となりました。

Ⅰ
．令
和
5
年
度　

研
究
課
題

　
『
確
か
な
学
力
を
育
て
る
小
中
一
貫
教
育
の
研
究
』

・��

小
中
一
貫
教
育
系
統
的
な
教
育
課
程
の
充
実
に
向

け
た
研
究

※
小
中
一
貫
教
育
各
教
科
系
統
表
の
活
用
・
実
践
研

究・�言
語
能
力
、情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
向
け
た
授
業

実
践
研
究

・�

歴
史
物
語「
菊
石
」の
再
編
集

・
防
災
教
育
実
践
交
流

・�

三
笠
市
閉
校
し
た
学
校
資
料
整
理（
地
域
学
習
の
充

実
へ
向
け
て
）

Ⅱ
．研
究
課
題
の
設
定

　

令
和
4
年
4
月
に「
三
笠
市
教
育
大
綱
」が
改
定
さ

れ
、本
市
に
於
け
る
教
育
の
推
進
に
向
け
た
新
た
な

方
向
性
が
示
さ
れ
た
。学
校
教
育
に
於
い
て
は
、次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
夢
に
挑
戦
し
社
会
で

生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、確
か

な
学
力
を
育
成
す
る
教
育
の
推
進
が
施
策
項
目
と
な

っ
た
。

　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た

「
授
業
改
善
」に
よ
り
、資
質
能
力
の
伸
長
を
目
指
す

小
中
一
貫
教
育
の
充
実
と
、学
習
基
盤
と
な
る
言
語

能
力
・
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
た
め
読
解
力
を

支
え
る
語
彙
力
を
強
化
す
る
研
究
活
動
が
重
要
と
な

る
。

　

三
笠
市
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
適
切
に
捉
え
、9

年
間
で
育
て
た
い
力
を
明
確
に
し
た
授
業
を
展
開
す

る
た
め
、学
年
区
分
を
学
習
基
礎
定
着
期（
小
1
～
小

4
）学
習
充
実
期（
小
5
～
中
1
）学
習
発
展
期（
中
2

～
中
3
）の
大
き
く
3
つ
に
区
分
し
、系
統
性
を
意
識

し
た
小
中
連
携
教
育
に
よ
り
、質
の
高
い
学
び
を
実

現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。昨
年
度
の
取
り
組
み

と
し
て
、三
笠
市
が
推
進
し
て
い
る
小
中
一
貫
教
育

の
充
実
に
向
け
て
、9
年
間
を
見
通
し
た
教
科
系
統

（4）

　

例
年
に
な
く
早
い
雪
解
け
で
、春
の
暖
か
さ

が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

充
実
し
た
実
践
が
な
さ
れ
た
今
年
度
も
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
号
の『
教
育
三
笠
』で
は
、今
年
度
の

三
笠
市
教
育
研
究
所
に
お
け
る「
研
究
報
告
」を

掲
載
し
ま
し
た
。今
年
度
研
究
所
で
進
め
て
き

た「
菊
石
」の
改
訂
、「
防
災
教
育
」・「
国
語
科
」の

授
業
実
践
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
、是
非
各
校
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、

「
菊
石
」を
用
い
た
道
徳
の
授
業
実
践
、ス
キ
ー

実
技
講
習
会
、小
中
一
貫
サ
ミ
ッ
ト
の
研
修
報

告
な
ど
、市
内
の
先
生
方
の
参
考
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
号
が
、今
年
度
最
後
の『
教
育
三
笠
』の
発

行
と
な
り
ま
す
。今
年
度
も
お
忙
し
い
中
、多
く

の
方
々
に
原
稿
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
年
度
も
引
き
続
き
教
育
研
究
所
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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笠
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究
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所
報
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3
月
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集
後
記

発行／三笠市教育研究所第237号

研 究 所 だ よ り

３年生を送る会

良いコンディションの中のスキー学習

朝のTalk Time ～週１回の英語活動

１年生 ： 総合的な学習の時間 「生き方」

研
究
課
題
の
経
過
に
つ
い
て

萱野中学校

猿 三笠市教育研究所　研究報告　猿 小中一貫教育全国サミット研修報告
猿 「菊石」改訂・道徳授業実践・スキー実技研修

令和5年度
小中一貫教育全国シェアミーティング　in  品川　

三笠市教育研究所　所長　松井牧子

品川区総合区民会館　きゅりあん　全体会場
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『三笠の歴史物語「菊石」』改訂（４月配布予定）
　昭和33年に初版が発行され、平成28年に第3次改訂を行った『三笠の歴史物語「菊石」』。未開
の原始林が今日の「三笠」になるまでの物語です。毎年小学校3年生に配布し、小・中学校の授業
でご活用いただいていることと思います。
　さて、今年度、『菊石』検討委員会を立ち上げ、専門委員の方々にもご協力いただきながら、表
記・内容を見直し、改訂をいたしました。
　４月に小学校3年生以上の全児童生徒に配布予定ですので、今後も是非ご活用ください。
　改訂作業にあたり、多大なご協力をいただきました各方面の皆様に心から感謝申し上げます。

『菊石』を使った道徳の授業実践（三笠中学校）
　三笠中学校では、齋藤教頭先生が1年生を対象として、『三笠の歴史物語「菊石」』を使った道徳の授業実践を行いました。
ご紹介しますので、日々の実践に生かしていただけたら幸いです。

教職員向け　スキー実技研修
　１月１２日（金）、桂沢スキー場にて三笠市教育振興会
教職員向けスキー実技講習会が行われました。当日は、小
学校５名、中学校４名の方々が参加となりました。また、
今年も講師として三笠スキー連盟の２名の指導員の方に
ご協力をいただきました。
　2グループ（①初級者用　②中・上級者用）に分かれ、自
分のレベルや児童生徒のレベルに応じて学ぶことができ
ました。
　参加者からはたいへん有意義な研修内容だったという
声が寄せられました。一部ご紹介いたします。

（3） （2）

①題材名	 「『北海盆踊り』の街として」　（「菊石」P．204）
②本時の目標	 �郷土の伝統と文化を大切にし，社会に尽くした先人や高齢者に尊敬の念を深め，地域社会の一員とし

ての自覚をもって郷土を愛し，進んで郷土の発展に努めること。
③授業の概要	・三笠について自分なりに思うことについて考える
	 ・三笠の移り変わりについて写真や動画で知る
	 ・総合的な学習の時間の盆踊りについて想起し「菊石」を読む。
	 ・�「『私たちが、踊るから、見ていてね…』」（「菊石P.２１０」という言葉が、もし、おばあちゃ

んに届いたとしたら、おばあちゃんはなんと答えるだろうかという発問について自分の考えを持つ。
	 ・自分が住む三笠にどんなことができるか考えて振り返りを記述する。
④生徒の振り返りシートから（原文ママ）
・自分でできることはわからないけど、盆踊りは絶対受けつがれた方が良いものなんだなあと思った。
・伝統を次の世代につなぎ文化を守ること。次の世代にも伝統の大切さを話す。
・�自分が住む三笠には、市役所などで働いたら三笠のためになると思う。イベントなどを企画したら、多くの人が
三笠に来てくれると思う。
・自分も大人になったら三笠に戻って働くのもありだなと思った。三笠のためになることをしたい。
・�未来の子供たちに文化をずっと伝えていくこと（けいしょうすること）ができる、古い建物（じゅうよう文化ざ
い）などたてなおすために、資金を少し出す。
・決して絶対とまではいかないけれど、三笠に住んで三笠で働きたい！そして、三笠に感謝して働きたい。
・三笠の食文化に関わるけど他の食べ物を作る仕事をして、それを広めて文化を守っていきたい。
・�自然、景色、伝統、文化、三笠の全てを大切にしていきたい！（いつか消えるかもしれないものだから）最初に
観た動画のように、三笠の素晴らしい歴史を外に伝えていきたい。

【スキー学習参加者の声】
・�年に1回、基本から学んで滑る機会があって助かって
います。講師の方がていねいに教えてくれ、参加して
良かったと思っています。
・�段階を追って、ていねいに指導をしていただいたので、
とてもわかりやすかったです。
・�色々な種類の滑り方を教えていただき、参考になりま
した。実践に生かせそうな滑り方をていねいに指導し
ていただき、とてもわかりやすかったです。

１月１2日

『読解力』（三笠小・中）・『防災教育』（岡山小・萱野中）
授業実践のまとめ

　本年度の研究推進にあたり、所員の授業実践を通して市内の先生方に「読解
力向上」「防災教育」について提案することを目指してきました。
　まず、「読解力向上」に向けた取り組みとして、三笠小学校1年生国語『かかれ
ていることをたしかめよう「はたらくじどう車」』、三笠中学校３年生国語『ち
ょっと立ち止まって』において授業実践を行いました。
　「防災教育」については、岡山小学校4年生において、中学校社会科教諭の専
門力を活かした「乗り入れ授業」の授業実践を行いました。
　3本の授業を記録化し、取り組み
をまとめたリーフレットを作成し
ましたので、各校の校内研究や日々
の授業づくりの参考としていただ
ければ幸いです。
　ご協力いただきました関係の皆
様に心より感謝とお礼を申し上げ
ます。

『小中一貫教育カリキュラム改訂版
（小学校 国語・音楽）』配布
　次年度から小学校の教科書が変わります。教科書会社
が変わる国語科・音楽科については、研究所で小中一貫
教育カリキュラムを作成しましたので、既存の物に差し
込み、9年間を見通してご活用ください。

表
を
作
成
し
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。今
年
度
は
、

小
中
連
携
し
た
授
業
実
践
に
つ
い
て
、系
統
表
を
活

用
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。合
わ
せ
て

読
解
力
向
上
に
向
け
た
授
業
実
践
に
つ
い
て
各
校
と

連
携
し
な
が
ら
、学
び
に
向
か
う
力
の
育
成
を
目
指

し
た
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、昭
和
33
年
に
初
版
と
し
て
発
行
し
た
歴
史

物
語「
菊
石
」は
、郷
土
の
歴
史
を
子
ど
も
達
に
感
動

的
に
学
ば
せ
る
た
め
に
文
学
作
品
と
し
て
市
内
の
教

職
員
が
執
筆
し
編
集
発
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。今
年

度
、検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、内
容
の
整
理
を
中
心

に
取
り
組
み
、国
語
・
社
会
等
の
読
み
物
教
材
と
し
て

充
実
さ
せ
た
い
。

　

さ
ら
に
、自
然
災
害
に
お
け
る
防
災
教
育
の
重
要

性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、「
防
災
の
し
お
り
」を
効

果
的
に
扱
い
、三
笠
市
の
地
形
か
ら
市
が
取
り
組
ん

で
い
る
内
容
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、他
の
教
科
と
の
関
連
を
示
し
な
が
ら
実

践
例
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

昭
和
22
年
以
降
に
閉
校
し
た
小
中
学
校
の
資
料
・

写
真
の
整
理
、編
集
を
進
め
研
究
紀
要
１
２
９
号「
学

び
舎
の
歴
史  

三
笠  

～
時
を
超
え
、閉
校
し
た
学
校

の
記
録
～
」を
平
成
28
年
度
に
発
刊
し
た
が
今
年
度

も
引
き
続
き
、三
笠
の
歴
史
を
学
ぶ
場
所
と
し
て
、写

真
や
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
を
中
心
に
、公
民
館
内
で

資
料
の
展
示
作
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、未
整
理

の
写
真
・
資
料
を
整
理
し
て
い
く
。

Ⅲ
．具
体
的
な
研
究
内
容

①�

小
中
一
貫
教
育「
各
教
科
系
統
表
」の
活
用
と
授
業

実
践

②�

読
解
力
向
上
に
向
け
た
授
業
実
践
交
流

③�

歴
史
物
語「
菊
石
」検
討
委
員
会
を
組
織
し
再
編
集

④�

防
災
教
育
の
実
践
事
例
の
紹
介

⑤�

閉
校
し
た
学
校
の
資
料
整
理

Ⅳ
．研
究
の
経
過

▼
4
月
～
／
基
本
計
画
作
成
・
役
割
分
担
・
情
報
収
集

▼
4
月
26
日
㈬
／
第
1
回
教
育
研
究
所
運
営
委
員
会

▼
5
月
31
日
㈬
／
第
1
回
研
究
専
門
会
議

▼
7
月
～
／
防
災
教
育
に
関
わ
る
授
業
実
践
紹
介
／

歴
史
物
語「
菊
石
」再
編
集
作
業
／
読
解
力
向
上
へ
向

け
た
授
業
開
発
の
研
究
／
小
中
一
貫
系
統
表
の
活
用

授
業
実
践

▼
７
月
12
日
㈬
／
歴
史
物
語「
菊
石
」検
討
委
員
会

▼
10
月
10
日
㈫
／『
読
み
解
く
力
』の
視
点
を
踏
ま
え

た
授
業
づ
く
り（
滋
賀
県
）参
加

▼
1
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮
／
小
中
一
貫
全
国
サ
ミ
ッ

ト
東
京
都
品
川
大
会
参
加

▼
３
月
／
歴
史
物
語「
菊
石
」印
刷
製
本
／
読
解
力
向

上
の
授
業
実
践
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
／
今
年
度
の
成

果
と
課
題
、次
年
度
の
方
向
性
の
確
認

▼
3
月
22
日
㈮
／
第
2
回
教
育
研
究
所
運
営
委
員
会

Ⅴ
．成
果
と
課
題

①
小
中
一
貫
教
育「
各
教
科
系
統
表
」の
活
用
と
授
業

実
践

　

昨
年
度
、三
笠
市
が
推
進
し
て
い
る
小
中
一
貫
教

育
の
充
実
に
向
け
て
、9
年
間
を
見
通
し
た
教
科
系

統
表
を
作
成
し
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。今
年
度

は
、各
教
科
の
系
統
表
を
活
用
し
な
が
ら
、各
学
年
と

の
つ
な
が
り
を
意
識
し
授
業
計
画
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
た
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。ま
た
、振
興
会
国
語
部

会
で
は
、説
明
文
で
統
一
し
て
授
業
公
開
を
し
、小
中

で
連
携
し
た
授
業
実
践
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

②
読
解
力
向
上
に
向
け
た
授
業
実
践
交
流

　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た

「
授
業
改
善
」に
よ
り
、資
質
能
力
の
伸
長
を
目
指
す

小
中
一
貫
教
育
の
充
実
と
学
習
基
盤
と
な
る
言
語
能

力
や
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
た
め
読
解
力
を
支

え
る
語
彙
力
を
強
化
す
る
研
究
を
行
っ
た
。小
学
校

１
年「
は
た
ら
く
じ
ど
う
車
、の
り
も
の
ず
か
ん
を
つ

く
ろ
う
」中
学
校
１
年「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
」

に
お
い
て
研
究
授
業
を
実
践
し
、授
業
記
録
を
収
め

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

③
歴
史
物
語「
菊
石
」検
討
委
員
会
を
組
織
し
再
編
集

　

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、国
語
・
社
会
等
の
読
み

物
教
材
と
し
て
充
実
さ
せ
る
よ
う
内
容
の
整
理
を
中

心
に
取
り
組
ん
だ
。各
校
の
研
究
専
門
員
の
ご
協
力

の
も
と
、す
べ
て
の
漢
字
に
ル
ビ
を
つ
け
た
り
、言
葉

の
見
直
し
を
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、再
編
集
す
る

こ
と
が
で
き
た
。4
月
に
３
年
生
以
上
の
児
童
生
徒

に
配
布
す
る
。

④
防
災
教
育
の
実
践
事
例
の
紹
介

　

６
月
に
岡
山
小
萱
野
中
の
小
中
一
貫
教
育
で
、４

年
生
社
会
科『
自
然
災
害
に
そ
な
え
る
』で
の
乗
り
入

れ
授
業
が
行
わ
れ
た
。教
科
書
や
副
読
本「
わ
た
し
た

ち
の
三
笠
」、「
防
災
の
し
お
り
」を
活
用
し
な
が
ら
、

自
助
や
共
助
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
さ
せ
る
授
業

で
あ
っ
た
。実
践
を
紹
介
す
る
た
め
、授
業
記
録
を
収

め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

⑤
閉
校
し
た
学
校
の
資
料
整
理

　

公
民
館
の
ホ
ー
ル
に
大
正
４
年
頃
か
ら
の
学
級
写

真
や
学
校
の
様
子
が
収
め
ら
れ
た
ア
ル
バ
ム
を
展
示

し
た
。一
緒
に
置
い
た
記
帳
簿
に
は
、当
時
を
な
つ
か

し
む
声
が
た
く
さ
ん
記
載
さ
れ
る
等
、好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
。次
年
度
、更
に
充
実
し
た
資
料
整
理
を

行
う
と
と
も
に
、三
笠
市
の
広
報
掲
載
に
つ
い
て
も

検
討
し
、広
く
三
笠
市
民
に
伝
え
て
い
き
た
い
。


